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こ
と
し
‘
高
萩
市
内
で
成
人
式
を
む
か
え
た
人
は

五
六
四
人
（
男
二
九
○
人
‐
女
二
七
四
人
）
で
す
、

成
人
式
は
、
一
月
十
五
日
中
央
公
民
館
で
行
な
わ

れ
、
は
た
ち
の
門
出
に
か
ぎ
り
な
い
祝
福
を
お
く
り

ま
し
た
・

式
は
、
鈴
木
市
長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
か
ら
の
お

祝
の
こ
と
ば
と
つ
づ
き
、
成
人
者
を
代
表
し
て
渡
辺

悦
夫
さ
ん
が
「
若
さ
と
知
恵
で
困
難
を
の
り
こ
え
、

輝
や
け
る
未
来
の
た
め
，
か
ぎ
り
な
い
前
進
を
続
け

ま
す
」
と
力
強
く
誓
い
を
た
て
、
な
ご
や
か
な
う
ち

に
式
を
終
り
ま
し
た
。

『壱競憲…壷？
蔓 49年茨城国体 ！

は
た
ち
の
喜
び

誓
い
も
あ
ら
た
に
五
六
四
人
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(2）市 報 か は ぎた(2月号〕

産
炭
地
の
沈
滞
し
た
空
気
か

一
月
三
十
日
、
待
望
の
手
綱
の
先
祖
が
住
象
つ
い
て
開
発
し
ら
脱
却
す
る
た
め
に
、
地
域
発

工
業
団
地
起
工
式
が
行
な
わ
れ
い
い
葎
畔
識
軒
叩
耗
皿
唾
医
醍
纒
唖
確
岬
澤
鋒
蝉
垂
対
翫
劃
振

ま
し
た
。

西
に
阿
武
隈
の
山
並
を
仰
ぎ
て
栄
え
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
の
地
主
の
心
情
を
思
う
に
つ
け

癖
に
議
平
耕
謡
健
坤
与
軸
唖
岬
集
柚
啼
岬
癖
湿
幟
礒
鋤
韮
醗
布
嘩
唯
称
嬬
訓
諦
津
圃
確
塗
篭
塞

異
〈
気
あ
り
」
と
言
っ
た
よ
う
に
風
格
の
あ
る
静
か
な
農
村
の
た
を
身
に
感
じ
つ
つ
、
一
木
一
草

伝
統
の
か
お
り
が
感
じ
ら
れ
る
だ
ず
ま
い
を
黒
せ
て
い
ま
し
た
に
も
幾
多
の
世
人
の
苦
労
が
し

と
こ
ろ
で
す
。
万
葉
の
古
歌
に
が
、
今
や
新
し
い
時
代
に
向
か
の
ば
れ
る
手
綱
の
地
に
、
起
工

も
手
綱
の
地
名
が
出
て
く
る
よ
っ
て
こ
の
地
の
も
つ
価
値
が
見
の
鍬
を
入
れ
た
の
で
し
た
。

う
に
、
古
く
か
ら
わ
た
く
し
共
直
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
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亘市県民税の申告は早め畠；

/・』明1胴から3月15日まで

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
（
三
月

い
人
は
、
こ
と
し
の
一
月
一
日
十
五
日
）
ま
ぎ
わ
に
な
り
ま
す

現
在
高
萩
市
内
に
住
ん
で
い
る
と
、
た
い
へ
ん
こ
拳
あ
い
長
い

人
で
、
営
業
、
農
業
、
そ
の
他
時
間
待
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

の
事
業
、
株
の
配
当
、
不
動
産
申
告
に
あ
た
っ
て
は
、
申
告

雑
収
入
、
譲
渡
な
ど
の
所
得
の
書
（
二
月
十
五
日
ま
で
に
発
送

あ
っ
た
人
で
す
。
給
与
所
得
だ
予
定
）
に
住
所
氏
名
（
フ
リ
ガ

け
の
人
は
、
原
則
と
し
て
申
告
ナ
）
扶
養
親
族
名
を
必
ず
記
入

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
勤
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
の
と
き

務
先
で
市
役
所
に
給
与
支
払
報
は
①
印
鑑
②
収
支
を
明
ら
か
に

告
耆
を
提
出
し
て
い
な
い
場
合
し
た
帳
簿
・
書
類
（
給
与
所
得

は
、
本
人
が
直
接
申
告
し
て
く
者
は
源
泉
徴
収
票
）
③
社
会
保

だ
さ
い
。
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
、
年

申
告
を
し
な
い
と
、
申
告
者
金
の
領
収
証
④
医
療
費
の
領
収

に
有
利
な
「
諸
控
除
」
が
認
め
言
⑤
生
命
保
険
な
ど
の
証
書
ま

ら
れ
ず
、
余
分
な
税
金
を
納
め
た
は
領
収
書
を
持
参
し
て
く
だ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
必
さ
い
。

ず
申
告
を
し
ま
し
よ
う
。
申
告
の
受
け
付
け
、
相
談
、

申
告
は
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
問
い
合
せ
は
市
税
務
課
（
電

期
跿
畦
斗
恥
柿
》
ハ
眼
鑑
醗
評
岬
倍
率
畷
華
蓉
画
罐
珂
）
睡
帳
）
棹
轄
一

告
し
て
納
得
い
く
税
金
を
納
め
ら
れ
る
よ
う
言
」
協
力
く
だ
さ
い
一

》
ｑ
『
。
・
プ
ル
引
Ｊ
●
品
１
『
閃
勾
Ｌ
ｒ
Ｔ

砿
堀
久
巌
ア
侭
し
て
い
る
の
で
す
。
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I

l

１
１
・
ヘ
ー
ジ
が
加
わ
え
ら
れ
よ
う
と

Ｉ
先
人
の
英
知
と
献
身
に
よ
っ
て
岬

築
か
れ
た
歴
史
に
、
新
し
い
一
叩

諦
潅
の
出
張
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

市
・
県
民
税
の
申
告
方
法
な

ど
の
出
張
相
談
を
、
次
の
日
割

り
で
行
な
い
ま
す
か
ら
近
く
の

会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
患

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
で
す
。

旧
上
君
田
出
張
所
２
月
塑
日

若
栗
公
民
館
２
月
理
日

下
君
田
公
民
館
２
月
鍋
日

横
川
小
学
校
２
月
羽
日

大
能
公
民
館
２
月
妬
日

中
戸
川
公
民
館
２
月
閉
日

関
口
公
民
館
２
月
”
日

話
二
二
五
○
内
線
一
五
・
一
七

字
三
八
番
）
で
行
な
い
ま
す
。

な
お
、
地
方
税
法
の
改
正
で

市
．
県
民
税
の
申
告
（
所
得
税

確
定
申
告
も
含
ゑ
ま
す
）
を
さ

れ
た
人
は
、
個
人
事
業
税
の
申

告
を
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
従
来
の

税
務
署
員
に
よ
る
所
得
税
出
張

納
税
相
談
は
と
り
や
め
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
小
額
所
得
者
を

除
い
て
は
、
日
立
税
務
署
で
申

告
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

薄嘩錬

感

吋物

春
の
火
災
予
防
運
動

二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
十

三
日
ま
で
、
春
の
火
災
予
防
運

動
を
行
な
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
慣
れ
た
火
に
新
た
な
注
意
」

を
統
一
標
語
と
し
て
＠
百
貨
店

旅
館
ホ
テ
ル
な
ど
で
の
安
全
避

難
⑤
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
と
寝

タ
バ
コ
の
防
止
＠
外
出
就
寝
前

の
火
の
元
点
検
の
励
行
＠
老
人

こ
ど
も
病
弱
者
な
ど
の
就
寝
場

所
の
安
全
点
検
＠
車
両
・
林
野

火
災
の
予
防
、
一
戸
に
一
基
の

消
火
器
を
の
徹
底
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

北
組
公
民
館
２
月
”
日

南
組
公
民
館
２
月
詔
日

下
組
公
民
館
２
月
詔
日

高
戸
公
民
館
３
月
１
日

下
手
綱
公
民
館
３
月
１
日

秋
山
下
公
民
館
３
月
２
日

島
名
公
民
館
３
月
２
日

山
手
公
民
館
３
月
５
日

秋
山
中
公
民
館
３
月
５
日

安
良
川
公
民
館
３
月
６
日

石
滝
公
民
節
３
月
６
日

消
防
団
第
二
分
団
詰
所
（
駅
東

地
区
）
３
月
７
日

鍛蕊議鞍蝋溌熱
』. 』

シンボルマークです‐

写真のリスは、山火事予防の

鍛
罷
腓
謝
刷
確
蕊

封
秘
試
痴
》
子
さ
ん
の
衣
類
は
、

油
演
湾
誌
議

笙
鮒
翻
膜
籠

ま
す
。
育
ち
ざ
か
り
の
小
さ
な

お
子
さ
ん
の
も
の
は
、
高
級
品

を
大
事
に
着
せ
て
お
く
よ
り
も

丈
夫
で
家
で
ザ
プ
ザ
ブ
洗
た
く

で
き
る
よ
う
な
も
の
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
お
と
な
の
冬
物
も

二
月
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
商
店

で
最
後
の
大
売
出
し
を
始
め
ま

す
か
ら
案
外
お
買
得
品
が
見
つ

か
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

立
春
（
四
日
）
の
あ
と
、
春

を
呼
ぶ
低
気
圧
と
呼
ば
れ
て
い

る
の
が
「
春
一
番
」
で
す
。
こ

れ
が
く
る
と
季
節
は
ず
れ
の
バ

カ
陽
気
を
も
た
ら
し
、
ひ
ど
い

時
に
は
最
大
瞬
間
風
速
が
二
十

メ
ー
ト
ル
以
上
に
も
な
り
、
気

温
も
二
十
度
を
こ
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
春
一
番
の

あ
と
に
は
、
も
う
い
ち
ど
西
高

東
低
の
冬
型
の
気
圧
配
置
に
も

ど
り
、
北
西
の
季
節
風
が
吹
い

て
、
気
温
が
急
に
下
が
り
ま
す

か
ら
カ
ゼ
を
ひ
か
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

カ
ゼ
は
万
病
の
も
と
と
い
う

の
は
、
余
病
の
併
発
と
い
う
こ

と
で
、
中
耳
炎
、
急
性
蓄
の
う

症
、
急
性
偏
桃
炎
、
気
管
支
炎

肺
炎
と
い
っ
た
と
こ
ろ
、
な
ん

と
い
っ
て
も
カ
ゼ
は
ゴ
ジ
ら
せ

な
い
う
ち
に
な
お
す
こ
と
が
大

切
で
す
。

戸戸行
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(3） 市報た ぎか は (2月号）

国
民
年
金
は
、
国
で
行
な
つ
か
り
ま
せ
ん
。
老
後
の
生
活
設
※
準
市
内
通
話
と
は
、
高
萩

て
い
る
制
度
で
、
年
を
と
っ
た
計
や
現
在
の
生
活
設
計
も
よ
く
北
茨
城
・
十
王
局
を
い
い
ま
す

り
ケ
ガ
を
し
た
り
死
亡
し
た
と
考
え
て
、
万
一
に
備
え
て
国
民
◇
隣
接
区
域
内
通
話

き
に
、
老
令
年
金
や
障
害
年
金
年
金
に
加
入
し
て
お
ぎ
ま
し
よ

高
萩
単
位
料
金
区
域
（
高
萩

母
子
年
金
な
ど
を
支
給
し
て
、
う
。
北
茨
城
・
十
王
グ
ル
ー
プ
）
と

本
人
や
そ
の
家
族
の
生
活
を
保
隣
接
し
て
い
る
区
域
へ
の
通
話

通
話
料
金
が
変
更
料
が
約
三
割
安
く
な
り
ま
す
。

障
す
る
た
め
に
、
保
険
料
を
積

立
て
て
お
く
保
険
制
度
で
す
。
２
月
妬
日
か
ら
（
現
行
…
帥
秒
７
円
、
改
正
後

国
民
年
金
は
、
会
社
な
ど
に
新
し
い
電
話
料
金
制
度
（
広
…
帥
秒
７
円
）

勤
め
て
い
な
い
人
、
商
売
や
農
域
時
分
制
度
）
が
、
二
月
十
六
な
お
、
そ
れ
以
外
の
区
域
へ

業
を
し
て
い
る
人
な
ど
二
十
歳
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
の
通
話
料
は
今
ま
で
と
変
わ
り

か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
人
た
ち
こ
れ
は
、
わ
た
く
し
た
ち
の
ま
せ
ん
。

利
が
与
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
今
は
若
く
元
気
で
働
い
て
い

反面、たくさんの義務も朱ても、やがては年をとってたさなければなりません。働けなくなるときがやって

こ
の
一
つ
に
国
民
年
金
に
加
入
き
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
ど
こ
で

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
事
故
に
あ
う
か
わ

日
常
生
活
の
行
動
範
囲
が
広
が

”
は
た
ち
“
に
な
っ
た
ら

り
、
加
入
区
域
が
狭
い
も
の
に

国
民
年
金
に
加
入
し
よ
う

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
と
、
料
金
制
度
の
不
合
理
が

二
十
歳
に
な
り
ま
す
と
、
い
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
目
だ
ち
は
じ
め
た
た
め
に
切
り

替
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

ま
ま
で
に
な
い
た
く
さ
ん
の
権
ま
す
。

１
パ
テ
“
ア
』
フ
ー
僧
卜
。
胸
、
，
ご
う
塁
γ
ｋ
ト
ー
ゴ
‐
‐
二
当
前
一
身
ｊ
、
↑
｝
、
◇
市
内
通
話

51年全国植樹祭

高萩市がお手まき会場に
昭和51年に開催される全国植樹祭のお手まき行

事が、 高萩市で行なうことに、 ］月22日の現地調

査で決定されました。

写真は、市長室で話し合いをする左から関県会

議長､鈴木市長､徳川国土緑化委員会理事長､岩

上知事

市
内

準
市
内

通
話
一
現
行
一
改
正
後

80 1

秒回
7 7

円円

３
分
７
円

３
分
７
円

※
高
萩
か
ら
の
隣
接
区
と
は

常
陸
太
田
。
平
・
石
川
単
位
料
金

区
域
に
な
り
ま
す
。

◇
公
衆
電
話

公
衆
電
話
の
一
○
○
番
扱
い

通
話
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

全
国
ど
こ
え
で
も
直
接
ダ
イ
ヤ

ル
で
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
市
内
通
話
を
三
分

樫尾選手(料ｸ漣了う）
があいさつに

市内島名出身の日本キックボクシング・チャン

ピオン樫尾茂選手（パンタム級）が、 1月25日あ

いさつに来庁、鈴木市長から激励をうけました。

以
上
継
続
す
る
と
き
は
、
十
円

を
追
加
投
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
交
換
取
扱
者
へ
申
し
込
む
通

話
の
料
金
は
今
ま
で
ど
う
り
で

す
。
（
高
萩
電
報
電
話
局
）

長
期
生
活
設
計
に

簡
易
保
険
を
ど
う
ぞ

な
が
い
人
生
に
は
、
教
育
費

結
婚
資
金
な
ど
出
費
の
多
い
時

期
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
は
、
定
年

後
の
老
後
の
生
活
費
が
の
し
か

か
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
た
め
に

人
生
の
長
期
生
活
設
計
プ
ラ
ン

を
た
て
た
い
も
の
で
す
。

こ
の
方
法
の
ひ
と
つ
に
、
わ

ず
か
な
掛
金
で
加
入
し
た
と
き

か
ら
計
画
し
た
金
額
が
保
障
さ

れ
る
貯
蓄
「
郵
便
局
の
簡
易
保

険
」
が
あ
り
ま
す
。

郵
政
省
で
は
三
月
ま
で
、
生

活
設
計
に
手
軽
に
利
用
で
き
る

簡
易
保
険
の
新
加
入
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
生

活
設
計
に
組
蕊
入
れ
て
は
い
か

が
で
す
か
。

（
高
萩
郵
便
局
）

防
犯
連
絡
所
を

ご利用ください氏名、職業、数字は電話

（
有
）
は
有
線
放
送
番
号
で
す
》

（
順
不
同
。
敬
称
略
）

安
良
川
▽
照
山
照
一
Ⅱ
自
転
車
一

店
二
八
九
三
▽
鈴
木
誠
一
Ⅱ
不

動
産
業
三
三
六
一
▽
桑
原
つ
め
↓

ァ。〈－卜管理者▽箕川哲之助Ⅱかご屋三八五九

石
滝
▽
佐
藤
正
Ⅱ
牛
乳
業
二
九
一

一
二
一
ハ

高
萩
▽
芳
賀
浅
男
Ⅱ
会
社
員
三

六
九
五
▽
柴
田
勝
男
Ⅱ
農
業
▽
》

浅
川
照
夫
Ⅱ
大
工
三
九
四
五
▽

小
野
瀬
つ
れ
Ⅱ
雑
貨
商
三
四
三

六
▽
沼
田
吉
人
Ⅱ
郵
便
局
長
三
一

↑
唖
叩
幌
需
岬
酔
卿
礪
却
穂
四
一

島
名
▽
時
崎
一
Ｉ
雑
貨
商
二
九
ゞ

五
七
▽
飯
田
牛
次
Ⅱ
製
め
ん
業

二
一
四
五
▽
大
森
照
雄
二
三
八

二
▽
根
本
昇
Ⅱ
新
聞
配
売

秋
山
▽
三
国
保
次
１
食
料
品
商

二八六三▽沼田武美Ⅱ農業（有）帽ｌ叫▽大部勇Ⅱ農

業
（
有
）
媚
加
▽
小
森
忠
義
養
豚
業
三
七
四
六
▽
宇
佐
美
威
ゞ

酒
類
商
二
九
一
九
▽
下
山
田
長

一
Ⅱ
農
業
（
有
）
別
暇
▽
棚
》

谷
和
春
Ⅱ
農
協
職
員
（
有
）
詔
－

１
１
▽
田
那
辺
稔
Ⅱ
鉄
工
業
三
一

二
三
九
▽
洲
谷
立
夫
Ⅱ
精
米
業
一

三
一
八
二
▽
大
須
賀
幸
男
会
社

員
一
二
五
一
▽
朝
日
博
之
冷
菓

製
造
三
一
八
七

高
戸
▽
斉
藤
幾
太
郎
Ⅱ
農
業
』
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見
込
四
月
上
旬
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
入
居
希

中
小
企
業
に
仰
ぐ
桑
な
さ
ん
設
立
）
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
育
英
資
金
（
金
額
．
：
子
ど
も

に
、
労
働
金
庫
か
ら
の
融
資
の
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
県
内
の
一
人
に
つ
き
十
五
万
円
か
ら
三

道
が
ひ
ら
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
中
小
企
業
に
働
く
人
々
の
桶
祉
十
万
円
最
高
六
十
万
円
、
用
途

未
組
織
の
県
内
に
働
く
承
な
さ
厚
生
を
日
的
と
し
た
団
体
で
、
…
子
ど
も
の
大
学
、
短
大
、
高
校

ん
が
、
自
分
の
住
宅
を
も
と
う
一
年
以
上
勤
務
し
、
引
航
き
勤
の
進
学
資
金
）
住
宅
資
金
（
金

と
し
、
ま
た
は
生
活
改
善
の
た
務
す
る
方
で
す
と
ど
な
た
で
も
額
…
五
十
万
円
か
ら
三
百
万
円

め

の

金

融

の

道

が

は

ｉ

‐

１

１

！
‐
‘
‘
・
‐
・
‘
，
！
‐
‐
‐
‐

‐

用

途

：

．

土

地

、

排
剰
に
働
く
人
為
に
建
物
の
峨
入
、

ぱ
ま
れ
て
い
る
現
状

に
、
労
働
金
庫
が
貸
新
築
・
増
改
築

労
働
金
庫
か
ら
融
資
が
資
金
）

付
を
行
な
う
制
度
で

労

働

福

祉

の

た

め

の

‐

‐

‐

‐

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

‐

！

く

わ

し

い

こ

と

対
策
と
し
て
進
め
る
こ
と
に
な
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
や
諸
手
続
き
は
、
市
都
市
開
発

っ
た
も
の
で
す
。
○
貸
付
案
内
課
（
電
話
一
三
五
○
内
線
四
○

○
資
格
生
活
資
金
（
金
額
・
；
三
万
円
番
）
市
商
工
会
館
（
二
五
○
一

労
働
金
庫
か
ら
融
資
を
受
け
か
ら
三
十
万
円
、
用
途
…
教
育
番
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

る
に
は
、
高
萩
市
中
小
企
業
労
住
宅
修
理
、
冠
婚
葬
祭
、
医
療

繍
萱
薪
会
帝
卿
単
位
に
消
費
材
購
入
）

◇
Ｉ

市
で
は
、
坂
東
塚
（
市
営
野
○
・
：
申
し
込
桑
資
格

球
場
東
側
）
に
二
○
戸
の
市
営
市
内
居
住
者
、
ま
た
は
勤
務

住
宅
を
建
設
し
ま
し
た
の
で
、
し
て
い
て
、
現
在
住
居
に
困
つ

入
居
希
望
者
窟
募
集
し
ま
す
。
て
い
る
方
で
、
家
族
は
本
人
を

受
け
付
け
は
、
三
月
十
日
ま
含
め
て
二
人
以
上
（
婚
約
者
を

で
で
す
。
お
申
し
込
象
お
問
い
含
む
）
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

合
せ
は
、
市
財
政
課
管
財
係
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

（
電
話
二
二
五
○
内
線
六
番
）
が
条
件
に
な
り
ま
す
。

へ
ど
う
ぞ
。
入
居
資
格
収
入
基
雌
額
（
昭

○
：
・
住
宅
の
内
容
和
四
十
七
年
中
）
別
表
の
と
お

二
階
建
約
十
二
坪
（
一
階
台
り
で
す
。

所
兼
居
間
・
便
所
・
浴
室
、
二
な
お
、
昭
和
四
十
八
年
一
月

階
五
畳
・
三
畳
）
月
額
家
賃
予
一
日
以
前
に
市
営
住
宅
入
居
を

定
額
四
、
七
○
○
円
、
敷
金
予
申
し
込
み
に
な
っ
て
い
る
方
も

定
額
一
四
、
一
○
○
円
、
入
居
所
得
、
家
族
な
ど
で
増
減
が
あ

一
寺
舟
篭
沁
落
奄
溌
錐
淨
お
も
ら
せ

：
お
し
ら
せ

望
者
は
新
た
に
お
申
し
込
み
く

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
だ
さ
い
。
「
茨

坂
東
塚
に
二
○
戸
建
設
家
賃
、
敷
金
に
つ
い
て
は
、
茨
城

建
設
費
が
確
定
し
ま
せ
ん
の
で
十
四
日

で
は
、
坂
東
塚
（
市
営
野
○
・
：
申
し
込
桑
資
格
多
少
の
増
減
が
あ
る
と
思
わ
れ
で
茨
城

東
側
）
に
二
○
戸
の
市
営
市
内
居
住
者
、
ま
た
は
勤
務
ま
す
の
で
、
お
ふ
く
み
お
き
く
－
で
開

を
建
設
し
ま
し
た
の
で
、
し
て
い
て
、
現
在
住
居
に
困
つ
だ
さ
い
。
こ
れ 「

茨

収入基準額
扶養親族

0人

1人
2人

3人
4人
5人

収入年額 ｜ 月額平均

581,999円 48，499円

655,999円 54,666円
731,999円 60,999円
805,999円 67,166円
881,999円 73，499円
955,999円 79,666円

※0人とは、共かせぎ、婚約者なと
です。

○
一
般
市
民
相
談

毎
日
市
民
相
談
室

市
政
に
対
す
る
苦
情
・
要
望

意
見
・
そ
の
他

○
行
政
相
談

３
月
１
日
（
木
）
午
後
１
時

か
ら
３
時
市
民
相
談
室

○
交
通
事
故
相
談

３
月
型
日
（
水
）
午
前
９
時

料
理
教
室
へ
ど
う
そ

日
時
二
月
二
十
二
日
（
木
）

午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

内
容
季
節
の
料
理

講
師
渡
辺
凱
代
先
生

定
員
二
十
四
人
（
先
着
順
）

会
費
三
百
円

締
め
切
り
二
月
二
十
日

市
中
央
公
民
館
へ
会
費
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

城
の
考
古
展
」

茨
城
の
考
古
展
か
、
二
月
二

十
四
日
か
ら
三
月
二
十
五
日
ま

で
茨
城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
県
を
代
表
す
る

埋
蔵
文
化
財
の
う
ち
、
と
く
に

貝
塚
。
集
落
跡
・
古
墳
・
寺
院
跡

な
ど
か
ら
の
出
土
品
が
展
示
さ

れ
ま
す
。

入
場
料
は
、
一
般
二
百
円
、

学
生
百
円
、
小
中
学
生
七
十
円

で
す
。相

談
日
あ
ん
な
い

州
燃
え
な
い

‐
ゴ
ミ
の
収
集
日

州
三
・
四
月
の
燃
え
な
い
．
、
、

州
や
粗
大
、
「
一
ミ
の
収
集
は
、
次
の

州
日
割
で
行
な
い
ま
す
。

洲
収
集
は
、
午
前
八
時
か
ら
始

胴
め
ま
す
か
ら
、
必
ず
指
定
日
の

川
朝
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

州
以
外
は
収
集
し
ま
せ
ん
か
ら
ご

岬
了
承
く
だ
さ
い
。

咄
○
高
浜
町
、
東
本
町

岫
３
月
６
・
即
日
４
月
６
．
訓
日

岬
○
有
明
町
、
肥
前
町

判
３
月
７
．
副
日
４
月
７
・
皿
日

川
○
安
良
川

か
ら
午
後
４
時
中
央
公
民
館

交
通
事
故
専
門
の
相
談

○
人
権
相
談

３
月
８
日
（
木
）
午
前
加
時

か
ら
午
後
３
時
中
央
公
民
飢

人
樅
、
金
銭
貸
借
、
登
記
、

結
婚
、
そ
の
他
法
律
問
題

○
心
配
こ
と
相
談

毎
週
木
唯
日
午
後
１
時
か
ら

３
時
研
修
会
節

家
庭
内
の
心
乢
ご
と
全
般

○
家
庭
児
童
相
談

毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
か
ら

３
時
研
修
会
館

児
童
の
心
配
ご
と
全
般

○
厚
生
年
金
相
談

２
月
型
日
（
水
）
午
前
、
時

か
ら
午
後
２
時
商
工
会
館

厚
生
年
金
に
関
す
る
相
談

○
内
職
出
張
相
談

２
月
浬
日
（
木
）
午
前
Ⅷ
時

訓
分
か
ら
午
後
２
時
高
萩

公
共
職
業
安
定
所

内
職
の
相
談
、
あ
っ
せ
ん
、

そ
の
他
内
職
全
般

３
月
８
．
聖
日
４
月
９
．
羽
日
‐

○
本
町
、
春
日
町
、
大
和
町
州

３
月
９
．
濁
日
４
月
ｍ
・
型
日
州

○
駒
木
原
、
高
萩
炭
砿
、
石
滝
祉

高
戸
、
行
人
塚
、
石
河
原
肘

３
月
ｍ
・
沁
日
４
月
ｎ
・
濁
日
州

○
上
手
綱
、
下
手
綱
、
赤
浜
仰

３
月
皿
・
”
日
４
月
皿
・
詔
日
咄

○
秋
山
島
名
、
北
方

３
月
１
．
調
日
４
月
２
◇
賄
日
Ｉ

○
大
能
、
中
戸
川
福
平
、
若
岬

茜
不

３
月
２
・
咽
日
４
月
３
．
ｍ
日
Ｍ

○
上
君
田
、
下
君
田

３
月
３
．
Ⅳ
日
４
月
４
．
焔
日
州

= ･ I , ｡ ｣ ' 1 , , ‘ l ‘ ､ , i 1 , 0 ,ﾘ‘ 1 , 1ﾉﾛ 1 ,6 ' 1 , , ｢/ . , ,"‘ ｣ 1 ， 1 ‘ 1 ,

三 市の人口と世帯数
＝

竜 昭和48年2月1日現在
三

言 人口 29 997人
三

男 14. 747人
三

女 15． 250人
髻

さ 世帯 7． 978世帯
乏. Iﾉ" "1 ,"1 , . 1 ," "," "1 . ,", ‘ ｡ "｣", "," ," "| " "

⑪
田
中
岾
雄
さ
ん
Ⅱ
本
町

（
杣
附
祭
賛
川
と
し
て
）

二
○
、
○
○
○
円

⑬
下
川
旧
尚
方
さ
ん
Ⅱ
秋
山

（
叔
卿
受
章
記
念
に
中
央
公

民
伽
に
大
瀧
利
昨
山
螂
巻
）

七
五
、
○
○
○
円

⑨
征
矢
勉
さ
ん
Ⅱ
本
町

（
中
央
公
民
齢
図
書
費
）

二
○
、
○
○
○
Ｎ

⑮
塚
原
キ
ミ
さ
ん
Ⅱ
存
日
町

（
拾
得
物
報
労
金
を
交
通
辿

児
施
没
へ
）
七
○
○
円

本
紙
を
も
っ
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

善

垂
巨
）
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